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車両出入口警報設備 【寒冷地仕様】 

 

 
 

警報音付パトライトは下記のどちらか 1台になります。 

 

 

 

 

 

 
 

ＲＴ－１００Ａ 
 

ＡＨＥＫ－１００ 

＜セット内容＞ 

 

センサー  1 台 

受光器   １台 

警報音付パトライト 1 台 

制御ボックス 1 台 
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１．センサーの取付 

 

センサー及び受光器を設置してください。 

機器間の距離は１１ｍ以内にしてください。 

設置高さは地上（約）８０ｃｍ～１ｍに設置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．制御ボックスの接続 

ブレーカー（電源）は「切」にしてください。 

センサー及び警報音付パトライトを接続します。 

表示されている通りに接続してください。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          設置高さ 

                                 約８０ｃｍ～１ｍ 

                最長１１ｍ 

 

               車両通行方向 

 

 

  
電源ＯＦＦ センサー パトライト 

拡大図 
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３．センサーの調整 

  

  センサーと受光器の距離は最大１１ｍです。 

 

 

 

    ②遮光時間の調整 

                                     

 

 

 

    ①テスターをあてる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブレーカー（電源）を「入」にします。 

単菅にセンサーを取り付けた後に、

照準穴を覗く。 

ファインダーの中央に受光器が入る

ように水平、上下を調整する。 

 

① にテスターをあて、モニター出力

電圧が２．０Ｖ以上に調整する。 

② で遮光時間を調整する。 

照準穴 上下角調整ネジ 

±１０° 

水平角調整ツマミ ±９０° 
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４．電源の入れ方 

 

センサー調整後、一度電源を切ってください。（ブレーカー（電源）を「切」にする。） 

 

①ブレーカー（電源）を「入」にします。 

②タイマーの表示ランプが 緑 赤 が点灯し、すぐに 赤 が消灯します。 

 センサーと受光器との間を車（物）が通過すると警報音付パトライトが作動します。 

③タイマーの表示時間は、センサー検知後 パトライトが動作する時間です。 

 ツマミを回して調整してください。 

 

                                             ② タイマー 

     時間値の調整 

 

 

目盛数字の調整    単位の調整 

 

 

 

 

          ① ブレーカー（電源） 

 

 

 

 

 

 

 

                      

ＭＯＤＥ Ｄに設定 
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５．警報音付パトライトの音量調整 

 パトライトカバーを外し、下記ツマミにて調整します。 

 

警報音付パトライト ＲＴ－１００Ａ 

 

 

警報音付パトライト ＡＨＥＫ－１００ 

 


